
全
国
港
湾
は
、
横
須
賀
新
港

ふ
頭
に
新
規
フ
ェ
リ
ー
が
就
航

す
る
こ
と
を
巡
っ
て
、
既
存
の

港
湾
労
働
者
の
雇
用
を
喪
失
さ

せ
た
こ
と
を
問
題
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。六

月
一
日
に
は
、
横
須
賀
市

副
市
長
他
一
名
、事
業
者
二
名
、

立
会
人
国
土
交
通
省
二
名
の
枠

組
み
で
「
横
須
賀
港
利
用
振
興

協
議
会
」の
設
置
が
合
意
さ
れ
、

六
月
八
日
、
十
五
日
、
二
十
二

日
、
二
十
九
日
及
び
七
月
九
日

と
五
回
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。

組
合
側
は
、①
雇
用
の
確
保
、

入
港
不
可
の
空
白
期
間
に
お
け

る
原
資
補
償
、
②
ふ
頭
全
体
の

レ
イ
ア
ウ
ト
の
見
直
し
に
よ
る

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
及
び
マ
グ
ロ
船
の

業
務
復
興
と
業
域
・
職
域
の
確

保
を
主
張
し
て
、
こ
の
協
議
会

と
並
行
し
て
事
業
者
間
と
情
報

交
換
や
必
要
な
会
議
も
行
い
対

応
を
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
七
月
九
日
に
協

議
会
と
し
て
短
期
的
・
中
期
的

・
長
期
的
措
置
を
講
ず
る
こ
と

で
基
本
合
意
し
た
。

合
意
は
、雇
用
保
障
を
含
め
、

既
存
荷
主
の
再
利
用
を
可
能
と

す
る
措
置
な
ど
を
盛
り
込
ん
で

は
い
る
が
、
横
須
賀
市
と
横
須

賀
港
運
協
会
と
の
合
意
で
あ

り
、
中
央
労
使
で
の
取
り
ま
と

め
が
残
さ
れ
た
課
題
と
な
る
。

ま
た
、
合
意
内
容
の
具
体
化

は
こ
れ
か
ら
で
、
そ
の
内
容
の

進
捗
を
監
視
・
検
証
し
、
実
行

の
促
進
を
図
る
こ
と
に
あ
り
、

こ
の
問
題
の
収
拾
は
こ
れ
か
ら

で
あ
る
。

全
国
港
湾
第
一
四
回
定
期
大
会
は
、
九
月
十
五
日
（
水
）
か
ら
十
六
日
（
木
）
に
か
け
て
「
ホ
テ
ル

シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー

ト
」
に
於
い
て
一
部
リ
モ
ー
ト
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
定
期
大
会
に
提
出
さ
れ
る
議
案
書
（
案
）
が
、
常
任
中
央
執
行
委
員
会
、
中
央
執
行
員
会
の
議
を
経
て
作
成
さ
れ

ま
し
た
。

提
出
議
案
は
、
「
第
一
号
議

案
」
二
〇
年
度
の
主
な
取
り
組

み
経
過（
案
）、「
第
二
号
議
案
」

二
一
年
度
運
動
方
針（
案
）、「
第

三
号
議
案
」
産
別
ス
ト
ラ
イ
キ

権
の
確
立（
案
）、
「
第
四
号
議

案
」
規
約
一
部
改
正
、
緊
急
特

例
措
置
規
程（
案
）、
専
従
役
員

規
程
の
改
正
、
個
人
情
報
適
正

管
理
規
定（
案
）、
「
第
五
号
議

案
」
二
〇
年
度
決
算
報
告（
案
）

及
び
二
一
年
度
予
算（
案
）が
提

起
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
一
秋
年
末
闘
争
方

針
は
、
産
別
最
賃
に
係
る
不
当

労
働
行
為
救
済
申
請
の
問
題
で

「
都
労
委
の
命
令
」に
よ
っ
て
、

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
方
針

を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
産
別
労
使
関
係
の
根

幹
に
係
る
問
題
で
も
あ
り
、
二

一
年
秋
の
運
動
の
大
き
な
柱
を

構
成
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、

大
会
直
前
の
中
央
執
行
委
員
会

で
議
論
し
、
大
会
に
提
起
す
る

よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

運
動
方
針
案
の
二
一
年
度
の

取
り
組
み
の
大
前
提
と
基
本
ス

タ
ン
ス
で
は
、
産
別
労
使
交
渉

体
制
の
堅
持
と
労
使
共
同
の
取

り
組
み
へ
と
し
て
、
①
二
一
春

闘
合
意
の
立
場
で
産
別
労
使
が

「
共
通
政
策
課
題
」
に
取
り
組

む
。
②
「
自
動
化
・
機
械
化
」

／
港
湾
の
体
制
的
「
合
理
化
」

に
抗
し
て
。
③
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
誇
り
を
胸
に
。

④
産
別
制
度
賃
金
の
適
用
復
活

・
都
労
委
の
た
た
か
い
。
と
し

て
い
ま
す
。

運
動
の
基
調
で
は
、
①
二
一

春
闘
で
「
具
体
化
」
し
た
課
題

を
解
決
し
て
い
く
年
度
に
。
②

産
別
制
度
賃
金
を
は
じ
め
と
し

た
産
別
協
定
の
履
行
。
③
雇
用

と
職
場
・
仕
事
を
守
る
。
④
組

織
の
強
化
・
整
備
を
地
域
・
職

場
の
運
動
と
一
体
で
進
め
る
。

⑤
Ｉ
Ｔ
Ｆ
に
団
結
し
た
国
際
連

帯
の
取
り
組
み
。
⑥
国
民
的
課

題
の
取
り
組
み
―
政
治
と
の
関

係
を
意
識
し
な
が
ら
―
。以
上
、

六
本
を
柱
に
職
場
・
地
域
の
知

恵
と
力
に
依
拠
し
て
積
極
的
な

産
別
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と

提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
二
春
闘
の
準
備
に
つ
い
て

は
、
二
一
秋
年
末
闘
争
の
経
過

と
到
達
点
を
ふ
ま
え
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
、
来
春
開
催
の
第

一
四
回
中
央
委
員
会
で
審
議
・

確
認
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、春
闘
カ
ン
パ
に
つ
い
て
は
、

二
二
春
闘
に
限
り
「
組
合
員
一

人
三
〇
〇
円
」と
し
て
い
ま
す
。

大
会
会
場
は
、
シ
ー
パ
レ
ス

と
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
緊
急
特
例
措
置
規

程
に
基
づ
き
、
中
央
執
行
委
員

・
議
長
団
・
大
会
諸
役
員
は
、

大
会
会
場
に
参
集
。
代
議
員
・

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
は
、
リ
モ
ー
ト

参
加
。
来
賓
は
、
臨
席
を
お
断

り
し
、
祝
電
の
要
請
を
行
な
う

こ
と
で
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

横須賀港における諸問題への対応に関する基本合意

横須賀港への旅客フェリーの就航に伴う諸問題の解決に向け、横須賀市及び横須賀港運協会は、
国土交通省の立ち合いの下、下記の点について合意する。これに伴い、横須賀港利用振興協議会は、
中長期的な対応に関する対話・協議へと移行・発展する。
両者は、今後、合意事項の具体化に向けた協議・調整を加速させるとともに、相互の関係の修復

に努め、取扱貨物の確保や横須賀港の港勢拡大に向けて、ポートセールスや港湾施設の整備等に協
力して取り組む。

記
1．横須賀市は、次の事項に取り組むこととし、その旨を直近の横須賀市議会（令和3年9月議会）
に報告することとする。
① 新港埠頭へのフェリー就航に伴い、貨物船の荷役、貨物の蔵置能力、貨物船の停泊等の面で
課題が存在し、現況の港湾施設のままでは既存の港湾利用の継続に支障が生じるため、利用上の
課題の解決に向けて、港湾施設やその運用の改良を行う。また、新たに第2突堤の整備に向けて
本格的に検討を進める。
② フェリー関連工事の開始に伴い中断していた貨物船の寄港の再開を図るため、横須賀港運協
会と一体となって既存の荷主や船社に対するポートセールスに速やかに取り組むとともに、上
述の港湾施設の改良が完了し、改良後の港湾施設が供用されるまでの間の港湾施設使用料の減
免や沖出し費用の補助等に係る予算措置について横須賀市議会に提案する。
③ ＲＯＲＯ航路等の新規航路や新規貨物の誘致の早期実現による取扱貨物の増加に向け、横須
賀港運協会と一体となってポートセールスを強力に進めるとともに、誘致のためのインセンテ
ィブ措置を新たに設ける。
④ 旅客フェリーや貨物船にエンジンの故障等のイレギュラーが発生した場合の岸壁の利用調整
ルールを整理するとともに、引き続き、そのルール改正に努める。
⑤ 旅客フェリーの就航に起因して渋滞問題や騒音問題が発生しないようフェリー事業者に求め
るとともに、万が一問題が生じた場合には、フェリー事業者とともに必要な対策を適切に講じ
る。

2．横須賀港運協会及び会員店社は、次のように対応する。
① 横須賀市と市と係争中の会員店社との間で短期・中期の取組（港湾施設の改良及びポートセ
ールス）に関する具体的な合意が整った場合は、当該会員店社は、現在市と係争中の訴訟を速や
かに取り下げる。
② 上記訴訟の取り下げをもって、横須賀港運協会及び会員店社は、横須賀市が本合意に基づき、
横須賀港運協会と一体となったポートセールスやインセンティブ措置の新設、利用上の課題の
解決に向けた港湾施設の改良等に真摯かつ迅速に取り組むことを前提に、貨物船と旅客フェリ
ーによる新港埠頭の共同利用を容認する。
③ 本合意に基づき、将来の貨物蔵置能力の強化や、港湾施設の拡大の必要性から、長期構想委
員会を再開し、第2突堤等の計画を横須賀市とともに進める。

3．中期的な取組が完了するまでの間、横須賀港利用振興協議会（事務局 : 横須賀市みなと振興部）
を国土交通省の立ち合いの下、令和3年は毎月、翌年以降は毎年開催し、本合意の進捗状況をフォ
ローアップすることとする。
また、本合意に関して紛争が生じた場合は、横須賀市及び横須賀港運協会は、紛争の解決に向

け、本協議会の積極的な活用に努めるものとする。
4．国土交通省関東地方整備局から、横須賀港の港湾設備の整備・改良やポートセールスに 資す
る情報の提供や助言、新規航路誘致等のための協議会への参加等の支援を受けることとする。

令和3年7月9日

国
際
労
働
機
関

（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

禁
止
条
約
が
発

効
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
職
場
や

仕
事
で
の
あ
ら

ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
嫌
が
ら

せ
）
を
禁
止
す
る
条
約
の
こ
と

で
、
二
〇
一
九
年
に
加
盟
国
の

政
労
使
で
つ
く
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
採

択
さ
れ
、
今
年
六
月
二
十
五
日

に
発
効
さ
れ
た
。
こ
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
条
約
は
、
日
本
政
府
も

賛
成
票
を
投
じ
て
い
る
▼
こ
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
約
が
発
効
さ

れ
る
と
、
名
実
と
も
に
国
際
ル

ー
ル
に
な
る
。
批
准
し
な
い
場

合
は
、
な
ぜ
批
准
し
な
い
の
か

を
、
各
国
政
府
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
批

准
は
ま
だ
七
ヵ
国
だ
が
、
近
い

将
来
、
批
准
が
遅
れ
て
世
界
の

流
れ
か
ら
取
り
残
さ
れ
れ
ば
、

そ
の
国
の
企
業
へ
の
投
資
な
ど

に
も
影
響
す
る
と
見
ら
れ
て
い

る
▼
日
本
は
賛
成
票
を
投
じ
て

い
る
が
後
ろ
向
き
な
態
度
で
あ

る
。
条
約
を
批
准
す
る
に
は
、

職
場
や
仕
事
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
禁
止
す
る
法
整
備
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
年
、

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
を
使
用
者

に
義
務
付
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
関
連
法
が
施
行
さ
れ
た

が
、
そ
れ
に
は
『
禁
止
』
条
項

が
な
い
。
賛
成
は
し
て
い
る
も

の
の
、
経
営
者
団
体
の
反
対
の

圧
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
過

剰
な
ノ
ル
マ
の
設
定
や
、
長
時

間
過
密
労
働
、
不
払
い
残
業
な

ど
の
無
理
な
働
か
せ
方
と
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
は
表
裏
一
体
。
禁

止
す
る
国
内
法
整
備
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
働
き
方
の
実
現
が

今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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